
行為の種類 景観防火条例の適用 景観条例に基づく届出 備考

新築
10㎡以内 〇 ×

10㎡超 〇 〇

増改築
10㎡以内 × ×

10㎡超 〇 〇

大規模な修繕もしくは
大規模な模様替え

〇 〇
景観条例は外観変更に
係る面積10㎡以上のみ



認定建築物に求められる水準（条例第10条）

・主要構造部が木造の歴史的建築物又はそれに準じるもの

・歴史的な町並みの景観の形成に資するもの

・下記の適用を受けるもの（準防火地域の基準より緩和）

① 外壁（延焼のおそれのある部分）

⇒ 準防火性能を有するもの

② 軒裏（延焼のおそれのある部分）化粧板張り

⇒ 化粧板裏側を不燃材料で下張

③ 外壁の開口部（延焼のおそれのある部分）で道路側と景観保全上必要なもの

⇒ 防火塗料塗布木材と網入りガラス同等以上の遮炎性材料による戸

④ 上記以外の外壁の開口部

⇒ 防火戸

⑤ 台所と階段室（消防法＋α）

⇒ 住宅用火災警報器

＋屋外警報機能（ブザー）など

認定外建築物に求められる水準（条例第11条）

① 法に規定する準防火地域の基準

② 台所と階段室 ⇒ 住宅用火災警報器＋屋外警報機能（ブザー）など

景観面 防火面

認定建築物 ◎ ○

認定外建築物 ○ ◎

どちらか
選択

手続き
景観条例に
基づく届出

景観保全形成
補助金の申請

認定建築物の
認定申請

建築確認申請

申請先 臼杵市役所都市デザイン課
特定行政庁（県）

または

指定確認検査機関

認定建築物 ○ ○ ○ ○

認定外建築物 ○（※1） △（※2） － ○

準防火地域では
施工困難だった
臼杵の伝統建築
様式を再現しや
すくなりました



認定建築物の認定を受ける場合

景観条例に基づく届出についての問合わせ・事前協議

景観についての説明と市からの協力要請
景観防火条例（認定建築物制）の説明

建築主サイドの設計案の検討・決定

景観条例に
基づく届出

建築確認申請

建築確認適合通知

建築着工

景観条例に
基づく承認通知

認定建築物の
認定申請

補助金交付
決定通知
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景観・防火双方適合景観形成基準適合

認定建築物の
認定を受ける
ための設計案

認定通知の
写しを添付

景観保全形成
補助金の申請

工
事
内
容
の
精
査

補
助
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額
の
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補助金交付決定
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第40条に基づく条例第10条への適合審査

認定建築物の防火基準（市で審査済）



臼杵市役所都市デザイン課
0972-86-2711（直通）

認定建築物の認定を受けない場合

景観条例に基づく届出についての
問合わせ・事前協議

景観についての説明と市からの協力要請
景観防火条例（認定建築物制）の説明

建築主サイドの
設計案の検討・決定

景観条例に
基づく届出 建築確認申請

建築確認適合通知

建築着工

景観条例に
基づく承認通知

補助金交付
決定通知
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認定建築物の
認定を受けない

設計案

条例第11条への適合審査

建築基準法で定める
準防火地域の防火基準

台所と階段室
⇒ 自動火災警報器

＋屋外警報機能
（ブザー）など

準防火地域と
同じ基準

協議の結果
適当と認められる

場合に限る
（Ｐ2の※2参照）


